
4 木 レッツ・エンジョイ・イングリッシュ（１年生対象）

12 金 学校閉庁日　１５・１６日
19 金 出校日　高校生と語る会

20 土 PTA親子共同美化作業

1 木 始業式　いじめのない学校づくりの日

5 月 夏休み明けテスト　～６日

10 土 中期交流学習　家庭教育学級（魚捌き体験）
17 土 第４５会体育大会
20 火 体育大会振替休日

月 主な行事予定（変更の可能性があります）曜日

8

9

 

 

 薩摩川内市立海星中学校 

令和４年７月２０日発行 

 
１学期の終わりと夏休みを迎えるに当たって 

                               校長 下中 諭 
令和４年度の１学期を終えました。４月６日の始業式

から始まり、６人の新入生を迎えた入学式、そして、多
くの行事がある中で、コロナ感染防止へ努め、１年生の
宿泊学習は瀬尾のキャンプ場で行い、２，３年生は修学
旅行を実施することができたことは大きな成果だったと
思います。また、部活動では地区総体で、県総体出場を
目指し、技を身に付け、体力を付け、チームワークを高
め、挑んでいきました。試合でも様々な経験をしました。
悔しいという気持ち、次こそは勝つぞという思いや県大
会ではもっと上を目指すぞと意気込みなど、この期間に
成長がみられたように思います。 

一方で、学習については家庭学習時間の不足は否めま
せん。１年生１００分、２年生１１０分、３年生１２０
分の目標があるのですが、その達成率は低いでした。こ
の学習時間は最低限の学習量です。宿題もやりきれない
まま登校をしたり、家ではできないからと学校で遅れて
宿題をすることが当然のようになっていたりする生徒も
いました。学習も部活動もやり方は同じです。それが練
習なのか学習なのかの違いです。家庭では
決められた時間に学習を始めること、宿題
を必ずやり遂げること、宿題を終えても教
科書を読んだり、問題を解き直したり自分
の学習をすること、目標の時間は必ず達成
すること等の習慣を身に付けられるように
各御家庭にはお願いいたします。 

さて、いよいよ夏休みに入ります。今年は梅雨明けが
とても早く、既に夏気分になるのも早かったように思え
ます。７月２１日～８月３１日までの４２日間は、長い
ようで、短くもあります。７月末の頃はまだ１ヶ月もあ
るととても長く感じていたのが、８月２１日の出校日を
過ぎるとあれもしていない、これもしていない、時間が
足りないととても１日が短く感じてきます。夏休みは余
裕がありますが、自己管理がしっかりできないといけま
せん。一日の生活リズムは崩さないこと、毎日の学習時
間は確保すること、計画的に学習を行い、宿題等はお盆
前までに終えるようにすることが大切です。 

また、安全にも十分に気をつけるようにしてください。
水難事故、交通事故等それぞれが気をつけておけば、未
然に防ぐこともできます。命を大切にするということを
念頭において、過ごせるようにお願いします。 

夏休みは各家庭に子どもたちをお返しします。負担も
あるかもしれませんが、家族として絆づくりもできる良
い機会です。それぞれの御家庭で、夏休みをどのように
過ごすかを計画を立てたり，話し合ったりして４２日の

夏休みがよかったと思えるようにし
てほしいです。 

 
 
６月 24 日（金）に、未来

を拓くキャリア教育推進事
業（キャリア形成のための学
校への講師派遣事業）」が開
催されました。 
 この事業は、県内で活躍さ
れている講師の、ものの見
方、考え方、生き方に学び、

社会の現実を踏まえながら、将来の生き方や生活を考える
ことを目的としています。今回は講師に「第一幼児教育短
期大学専任講師」の伊達幸博先生をお招きし、「アイスブ
レイクを用いた良好な集団（仲間）作り」という演題で、
「遊び」を交えながら御講演いただきました。 
 まずは、人間関係構築のため、初対面の人との緊張をほ
ぐすための「アイスブレイク」の活動を行いました。さま
ざまなゲームを通して、何でも挑戦する大切さ、挑戦する
ことを応援できる周りの雰囲気の大切さなどを学びまし
た。期末テスト終了後ということもあり、全校生徒、先生
方も一緒に笑顔となる活動となりました。 

次に、さまざまな道具を使い、高さを競う、「マシュマ
ロチャレンジ」を４人１組で行いました。高く積み上げる
ためには、どのようにしていくか、お互いの意見を尊重し、
試行錯誤しながら、生徒だけでなく、職員も交じり真剣な
面持ちで競い合いました。最高は 60ｃｍとギネス記録（99
ｃｍ）には及ばなかったものの、グループで合意形成し、
助け合うことの大切さを学ぶことができました。 

今回は、「遊び」を通して多くのことを学び、笑顔あふ
れる活動ができ、生徒も職員も有意義な体験活動となりま
した。今後の学校生活、人生に生かしてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～生徒の感想～～ 

◎目で誕生日を伝え合うのは大変で、すごく恥ずかしかっ
たです。でも、みんなの優しさ、真剣さを見られて、楽し
かったです。          （１年生：W・M さん） 
◎最初から最後まで楽しかったです。１番大切なことは、
自分の意見を伝えるということだと思いました。学んだこ
とを生かしたいです。      （２年生：M・M さん） 
◎僕は、人前で何かに挑戦したり、発表したりすることが
苦手です。今日学んだことを生かし、人前で挑戦できるよ
うになりたいです。       （３年生：N・T さん） 
 
 
 

 

 
７月７･８日（木・金）に、社会の一員としての自覚や職

業観・勤労観を育成することを目的として、「ふるさと職
場体験学習」を実施しました。地域の事業所に御協力いた
だき、仕事の大変さや働くことの意義、保護者や地域に「感
謝」を感じることができる良い機会となりました。今回の
経験を通して、自分の将来の進路選択に役立てほしいです。 

事業所の方々には、お忙しい中、お世話になりました。
御協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月９日（土）に、海星中校区小
学５・６年生と本校１年生での中期
交流学習会が行われました。今年度

は、「甑島の方言」をテーマとし、調べ学習や講話等を通
して、まとめていきます。今回は、鹿島小学校の東條校長
先生をお招きし、方言についての講演をしていただきまし
た。この講演を通して、方言について理解を深めることが
できました。学んだことを基にし
て、それぞれのグループでまとめ
ていきます。どんなまとめと発表
になるのか、楽しみとなる、中期
交流学習となりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※8/12～8/16 は、週休日・学校閉庁日につき、学校は開い
ておりませんので、御容赦ください。 

明日から 42 日間の夏休みが始まります。「夏休み生活心得」

を確認し、普段できない体験活動や学習に取り組みましょう。

また、交通安全、水難事故、ＳＮＳ等でのトラブルには十分に

気をつけて有意義な夏休みにしましょう。９月１日（木）に元

気に成長したみなさんと会えることを楽しみにしています。  

 

【職員紹介】   

６月 29 日（水）より、福留養護教諭が「産前・産

後・育児休暇」取得のため、和田逸美（わだ いつみ）

先生が本校で勤務することとなりました。 

よろしくお願いいたします。 


